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本書は，小児の炎症性腸疾患（IBD）に精通した医師と管理栄養士，料理家の共著と
いう特徴が存分に活かされており，IBDと診断された患者さんやご家族の気持ちに寄り
添いつつも，栄養の基本的な知識から小児 IBD特有の注意点，学校生活や治療，病気と
の向き合い方までわかりやすく解説されています。彩り豊かな食事から，おやつやドレッ
シングにいたるまで多数の写真とレシピが紹介されていて，食事についての不安を取り
除くことで，前向きに日常生活が送れるような記載内容になっています。良質な脂肪酸
を含む魚，低脂肪で高たんぱく質の豆腐，さらには卵や低脂肪製品を利用するコツなど，
料理をほとんどしない私でもたいへん参考になりました。
また，食事だけでなく，多くの患者さんが苦手とするエレンタール摂取の工夫につい

ても記載されています。巻末には個々のメニューについての詳細な栄養成分表や患者さ
ん目線の質問に対して丁寧に解説されているQ&A，エピソード集が掲載されているこ
とも魅力です。患者さんやご家族はもちろんのこと，小児 IBDを診療する医師，栄養士，
教育関係者にもぜひお勧めしたい一冊です。
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